
発生予察事業について



発生予察事業とは

植物防疫法（一部抜粋）

農林水産大臣は、総合防除基本指針に基づき、発生予察事業（有害動物又は有害植物の防除を適時
で経済的なものにするため、有害動物又は有害植物の繁殖、気象、農作物の生育等の状況を調査して、
農作物についての有害動物又は有害植物による損害の発生を予察し、及びそれに基づく情報を関係者
に提供する事業をいう。以下同じ。）を行うものとする。

（国の発生予察事業）
第二十三条

２ 都道府県は、農林水産大臣が都道府県の承諾を得て定める計画に従い、前項の規定による発生予察
事業に協力しなければならない。

都道府県は、指定有害動植物（第二十三条第一項の規定による発生予察事業の対象となるものに
限る。第三項において同じ。）以外の有害動物又は有害植物について、発生予察事業を行うものとする。

（都道府県の発生予察事業）
第三十一条

２ 都道府県知事は、農林水産大臣に対し、前項の規定による発生予察事業の内容及び結果を適時に報
告しなければならない。

この章及び次章で「指定有害動植物」とは、有害動物又は有害植物であって、国内における分布が局
地的でなく、又は局地的でなくなるおそれがあり、かつ、急激にまん延して農作物に重大な損害を与える
傾向があるため、その防除につき特別の対策を要するものとして、農林水産大臣が指定するものをいう。

（定義）
第二十二条

 広域に発生または発生するおそれがあり、急激にまん延して農作物に重大な被害を与
える病害虫について、その発生動向等を調査し、防除を要する病害虫や防除対策に関
する情報を農業者等に提供する事業のこと。

 病害虫の防除を効果的かつ効率的に行い、その被害を防止して農業生産の安定と助
長を図るために実施。



発生予察事業の概要

病害虫の発生量
等の調査

調査データの解析

解析に基づく予測

予察情報の提供

予察情報に基づく
防除の実施

病害虫による
被害の低減

データの
蓄積

 病害虫のまん延は、我が国の農業に重大な損害を与えるおそれがあり、かつ、県境を
越えて拡大するため、国と都道府県は協力して病害虫の防除を行い、まん延を防止す
る必要がある。

 このため、都道府県の協力のもとに、病害虫の発生状況、気象、農作物の生育状況等
の調査を実施し、その後の病害虫の発生を予察し、それに基づく情報を農業者等に提
供している。

・発生が多くなると予測される病害虫
・病害虫を効率的に防除できる時期

◎提供される主な内容

・発生動向を捉えた効率的な防除
・農薬の過剰散布の回避
・費用・労力の低減
・過去データの活用

①生態解明の研究に寄与
②防除対策の策定に寄与

◎発生予察の効果等

予察情報には有益な
情報が集約されている



種類 発表の頻度 内容

予報
概ね月に一回

発表
病害虫の発生予測及び防除情報を定期的に発表

警報 都道府県の判断
により適宜発表

重要な病害虫が大発生することが予測され、かつ、早急に
防除措置を講じる必要が認められる場合に発表

注意報 都道府県の判断
により適宜発表

警報を発表するほどではないが、重要な病害虫が多発す
ることが予測され、かつ、早めに防除措置を講じる必要が
認められる場合に発表

特殊報 都道府県の判断
により適宜発表

新たな病害虫を発見した場合及び重要な病害虫の発生消
長に特異な現象が認められた場合であって、従来と異なる
防除対策が必要となるなど、生産現場への影響が懸念さ
れる場合に発表

その他
都道府県の判断
により適宜発表

月報、技術情報など、上記に含まれない情報を発表

 国（農林水産省）が提供する発生予察情報

 都道府県が提供する発生予察情報

全国の調査結果と気象予報等を取りまとめて病害虫発生予報を発出（年10回程度）

発生予察情報の提供



病害虫防除所

 発生予察事業に必要なデータは、各県に設置された病害虫防除所が県内各地に設置
した予察灯やほ場等を調査し、収集している。

 県内の病害虫発生を監視する要として存在している一方、防除所職員数は平成17年
度と比較して減少しており、各職員が行う業務の重要性は増加している。

病害虫防除所は、地方における植物の検疫及び防除に資するため、都道府県が設置する。
４ 病害虫防除所は、第一項に規定する目的を達成するため、次に掲げる事務を行う。

一 植物の検疫に関する事務
二 防除についての企画に関する事務
三 市町村、農業者又はその組織する団体が行う防除に対する指導及び協力に関する事務
四 侵入調査事業に関する事務
五 発生予察事業に関する事務
六 防除に必要な薬剤及び器具の保管並びに防除に必要な器具の修理に関する事務
七 その他防除に関し必要な事務

（病害虫防除所）
第三十二条

植物防疫法（一部抜粋）


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5

